
　

新
潟
薬
科
大
学
の
新
津
駅

東
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
設
に
合

わ
せ
て
、
会
員
、
地
域
の
皆

様
か
ら
広
く
募
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
３
月
末
で
ひ
と
ま

ず
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
潟
薬
科
大
学
へ
の

寄
付
金
締
切
り
と
お
礼

vol.781 にいつホット S t a t i o n 2016.4.5 (4)地域情報コーナー

新
津
商
工
会
議
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
過
去
の
会
報
紙
や
会
員
情
報
紙
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

<

月
極
契
約
の
空
き
状
況>

 
 

＊
Ｈ
28
／
３
／
25
現
在
＊

◇
本
町
３
丁
目 

空
き
あ
り

(

月
額
８
，
６
４
０
円)

税
込
み

◇
本
町
４
丁
目 

空
き
あ
り

(

月
額
５
，
４
０
０
円)

税
込
み

駐
車
場
窓
口
業
務
時
間

10
時
～
16
時

(

土
日
祝
日
を
除
く)

★
お
惣
菜
販
売

（
毎
週
：
月
、
木
）

★
い
ず
み
の
里
の
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
（
毎
週
：
月
）

 
 
 
 
 
 
 
(

第
１
・
第
３
水
）

★
ぶ
ど
う
工
房
パ
ン
の
日

（
毎
週
：
木
、
金
）

★
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

利
用
申
込
み
は
店
舗
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。
（
無
料
）

営
業
日　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　

 
(

祝
日
除
く)

営
業
時
間　

10
時
～
16
時

鈎
21-

２
４
６
４

指
定
管
理
者

指
定
管
理
者

新
津
駐
車
場

新
津
駐
車
場

指
定
管
理
者

鈎
24-

９
７
７
８

新
津
駐
車
場

《
新
潟
市
新
津
美
術
館
》

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☎
25-

１
３
０
０

★
生
誕
80
周
年
記
念

藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
展

４
／
９
(土)
～
６
／
12 

(日)

《
新
津
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド
》

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☎
24-

８
７
８
７

★
春
の
「
庭
木
１
割
引
フ
ェ

ア
」　

～
５
／
31 

(火)
ま
で

★
19
周
年
祭
２
割
引
セ
ー
ル

４
／
８
(金)
～
10 

(日)

★
も
ち
つ
き
大
会

４
／
10 

(日)

★
春
爛
漫
「
桜
と
山
野
草
展｣

４
／
８
(金)
～
10 

(日)

★
春
の
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー

４
／
15 

(金)
～
24 

(日)

★
春
の
『
草
風
展
』

４
／
29 

(祝)
～
５
／
１
(日)

★
母
の
日
ギ
フ
ト
フ
ェ
ア

５
／
３
(祝)
～
８
(日)

《
花
夢
里（
か
む
り
）に
い
つ
》

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☎
21-

６
６
３
３

★
春
の
寄
せ
植
え
セ
ー
ル

～
５
／
29 

(日)
ま
で

★
春
の
花
壇
苗
ま
つ
り

～
５
／
29 

(日)
ま
で

★
春
の
植
木
ま
つ
り

～
６
／
５
(日)
ま
で

★
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
ま
つ
り

～
４
／
19 

(火)
ま
で

★
春
の
山
野
草
ま
つ
り

４
／
８
(金)
～
５
／
４
(祝)

★
牡
丹
・
芍
薬
ま
つ
り

４
／
９
(土)
～
５
／
23 

(月)

★
春
の
バ
ラ
ま
つ
り

４
／
21 

(木)
～
６
／
２
(木)

★
母
の
日
セ
ー
ル

５
／
１
(日)
～
８
(日)

《
新
潟
県
立
植
物
園
》

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☎
24-

６
４
６
５

★
は
な
み
ど
り
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
品
展

～
５
／
８
(日)
ま
で

★
に
い
が
た
の
花
絵
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
活
動
と
今
年
の
デ

ザ
イ
ン
画
大
賞
紹
介

～
４
／
17 

(日)
ま
で

★
に
い
が
た
の
花

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
・
ツ
ツ
ジ
展

４
／
６
(水)
～
５
／
15 

(日)

★
春
の
大
つ
ば
き
展

４
／
８
(金)
～
10 

(日)

★
伝
統
と
そ
し
て
今
を
楽
し

む
栃
尾
て
ま
り

４
／
19 

(火)
～
５
／
８
(日)

★
春
の
植
物
園
ま
つ
り

５
／
４
(祝)
～
５
(祝)

(

観
賞
温
室
入
館
無
料
デ
ー)

《
新
潟
市
新
津
鉄
道
資
料
館
》

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☎
24-

５
７
０
０

★
蔵
出
し
鉄
道
パ
ネ
ル

４
／
９
(土)
～
５
／
８
(金)

★
実
車
客
室
・
運
転
席
公
開

４
／
24 

(日)
・
29 

(祝)
～
５
／
５
(祝)

★
鉄
道
模
型
走
行
会

４
／
29 

(祝)
～
５
／
１
(日)
・

３
(祝)
～
５
(祝)

イ
ベ
ン
ト
情

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

※

時
間
や
料
金
な
ど
の
詳

細
は
各
施
設
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

新

津

観

光

協

会

コ

ー

ナ

ー

新

津

観

光

協

会

コ

ー

ナ

ー

新
潟
市
秋
葉
区
新
津
本
町
３-

１-

７(

新
津
商
工
会
議
所
内)

鈎
24-

３
７
７
７
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昨
年
の
11
月
か
ら
応
募
受

付
し
て
お
り
ま
し
た
第
３
回

「
Ｓ
Ｌ
ば
ん
え
つ
物
語
」
号

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査

会
が
１
月
25
日
(月)
に
行
わ
れ
、

㈱
新
潟
フ
ジ
カ
ラ
ー
の
藤
田

俊
郎
氏
を
特
別
審
査
員
に
依

頼
し
、
新
潟
県
か
ら
福
島
県

の
沿
線
市
町
村
の
幹
事
等
含

む
13
名
に
よ
る
厳
正
な
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

磐
越
西
線
を
運
行
す
る

「
Ｓ
Ｌ
ば
ん
え
つ
物
語
」
号

の
力
強
く
素
晴
ら
し
い
作
品

が
２
３
７
作
品
集
ま
り
、
そ

の
中
か
ら
最
優
秀
賞
１
作
品
、

優
秀
賞
２
作
品
、
佳
作
10
作

品
、
合
計
で
13
入
賞
作
品
を

決
定
い
た
し
ま
し
た
。
入
賞

作
品
に
つ
い
て
は
磐
越
西
線

Ｓ
Ｌ
定
期
運
行
推
進
協
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中

で
す
。

◆
磐
越
西
線
Ｓ
Ｌ
定
期
運
行

推
進
協
議
会
Ｈ
Ｐ

第
３
回

第
３
回｢
Ｓ
Ｌ
ば
ん
え
つ
物
語

Ｓ
Ｌ
ば
ん
え
つ
物
語｣

号

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て

第
３
回｢
Ｓ
Ｌ
ば
ん
え
つ
物
語｣

号

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て

【
募
集
部
門
】

●
ミ
ニ
ガ
ー
デ
ン
部
門

●
寄
せ
植
え
部
門

【
表
彰
】

●
ミ
ニ
ガ
ー
デ
ン
部
門

・
最
優
秀
賞　

賞
金
３
万
円

・
山
田
香
織
賞　

賞
金
１
万
円

・
優
秀
賞　
　

賞
金
１
万
円

・
入
選　
　
　

賞
品

●
寄
せ
植
え
部
門

・
最
優
秀
賞　

賞
金
２
万
円

・
山
田
香
織
賞　

賞
金
５
千
円

・
優
秀
賞　
　

賞
金
５
千
円

・
入
選　
　
　

賞
品

※

審
査
は
人
気
投
票
で
行
い

ま
す
。

　

当
日
投
票
し
て
く
れ
た
方

に
は
抽
選
で
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン

ド
の
商
品
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

！
　

参
加
者
に
も
参
加
賞
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

（
入
賞
者
を
除
く
）

【
応
募
受
付
期
間
】

・
４
／
15 
(金)
～
５
／
22 

(日)

【
展
示
期
間
】

・
６
／
５
(日)
～
８
(水)

【
展
示
会
場
】

・
新
潟
県
立
植
物
園
屋
外

（
新
潟
市
秋
葉
区
金
津
１
８

６)

【
応
募
規
定
】

・
各
部
門
は
ど
な
た
で
も
自

由
に
応
募
で
き
ま
す
。
（
個

人
・
グ
ル
ー
プ
等
は
問
い
ま

せ
ん)

●
ミ
ニ
ガ
ー
デ
ン
部
門

・
大
き
さ　

タ
テ
１
ｍ×

ヨ

コ
１
ｍ
程
度
。

・
プ
ラ
ン
タ
の
使
用
や
地
面

に
シ
ー
ト
を
敷
く
な
ど
、
木

材
や
ブ
ロ
ッ
ク
、
ロ
ー
プ
な

ど
を
有
効
活
用
し
て
、
自
由

な
発
想
で
製
作
し
て
く
だ
さ

い
。
（
杭
を
打
っ
た
り
、
地

面
を
掘
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
）

●
寄
せ
植
え
部
門

・
８
号
鉢
（
24
㎝
）
以
上

　

15
号
鉢
（
45
㎝
）
以
下　

に
植
え
込
ん
で
お
持
ち
下
さ

い
。

【
参
加
費
】

・
無
料
（
作
品
の
制
作
費
や

搬
入
、
搬
出
に
係
る
も
の
は

参
加
者
の
負
担
と
な
り
ま
す)

【
作
品
搬
入
・
制
作
日
】

・
６
／
３
(金)
、
４
(土)

９
時
～
17
時
ま
で
（
園
内
で

の
作
品
制
作
も
可
能)

【
作
品
搬
出
日
】

・
６
／
９
(木)
９
時
～
17
時
ま
で

【
発
表
】

６
月
上
旬
。
入
賞
者
に
は
直

接
通
知
す
る
他
、
新
津
観
光

協
会
Ｈ
Ｐ
に
て
発
表
予
定
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

新
津
観
光
協
会
ま
た
は
新
潟

県
立
植
物
園
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２

５
０

（24）
６
４
６
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
５
０

（24）
６
４
１
０)

http ://www.n i i tsu .or . jp/~

n-kankou/ index.html

最優秀賞「晩秋の峠越え」
大嶋 真氏(東京都)

６
／
６
／
５
(日(日)
に
い
つ
花
ふ
る
フ
ェ
ス
タ

に
い
つ
花
ふ
る
フ
ェ
ス
タ

第
８
回
「
ミ
ニ
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
作
品
募

第
８
回
「
ミ
ニ
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
作
品
募
集
!!!!

６
／
５
(日)
に
い
つ
花
ふ
る
フ
ェ
ス
タ

第
８
回
「
ミ
ニ
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
作
品
募
集
!!























 
 

今
年
の
確
定
申
告
相
談
は

か
な
り
疲
れ
た
。
職
員
が
昨

年
同
時
期
よ
り
２
名
減
っ
た

状
況
で
、
職
員
全
員
協
力
し

合
い
、
よ
く
こ
の
〝
難
局
〟

を
乗
り
切
っ
た
と
思
う
。

　

４
月
か
ら
新
年
度
。
今
年

は
飲
み
歩
き
の
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
実
施
し
て
い
き
た

い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
近
藤
）

Ｃ
Ｃ
Ｉ
の
つ
ぶ
や
き

 
 

に
い
つ
食
の
陣
は
５
月
１

日
（日）
か
ら
５
月
31
日

（火）
ま
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

好
評
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

は
秋
葉
区
内
の
観
光
施
設
と

連
携
、
参
加
店
舗
の
ス
タ
ン

プ
で
各
施
設
の
割
引
き
サ
ー

ビ
ス
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

美
味
し
い
も
の
を
い
っ
ぱ

い
食
べ
て
観
光
施
設
も
お
得

に
利
用
し
ち
ゃ
い
ま
し
ょ
う
。

※

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
４
月
下

旬
頃
に
新
聞
折
り
込
み
に
て

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

に
い
つ
食
の
陣
２
０
１
６

秋葉区花だより秋葉区花だより秋葉区花だより 秋葉区の春満開スポットを
紹介します。

秋葉区野方地方を通る
市道大鹿第49号三ﾂ谷線
沿い約900ﾒｰﾄﾙ・にわた
る八重桜の桜並木は約
270本植樹されてありま
す。

昭和27年の日米講和条約に
基づいて町民より寄付者を
募って集まった寄付金によ
り植樹されました。約60本
のｿﾒｲﾖｼﾉが鮮やかな花を咲
かせます。

平成22年より地元の
住民が中心となって
植えてきたスイセン
約8万本が新津川沿い
に咲き広がります。

能代川沿いに植樹
されてあるｿﾒｲﾖｼﾉ
約200 本は植樹後
約30年を経過して
おり、このくらい
の樹齢が一番見頃
であるといわれて
います。

平和塔や展望台周
辺にｿﾒｲﾖｼﾉが植樹
されてあり、ここ
から望む景色も素
晴らしく、区民か
ら親しまれていま
す。


